
本学の教育理念と活動方針 

 

岐阜薬科大学は、学科教育研究上の目的ならびにディプロマ・ポリシー実現のためにカリキ

ュラム・ポリシーに基づいた教育を実践している。さらに、本学独自の活動方針に基づき、グ

リーンファーマシー教育を実施している。 

 

 

岐阜薬科大学の理念  

薬と健康についての高度な研究に支えられた教育により、有為な薬学専門職業人を育成し、

それらを通じて社会に貢献する。  

 

大学の目的  

 学術の中心として広く知識を授けるとともに、深く薬学に関する学理と技術を教授研究し、

知的・道徳的に優れ、また応用能力のある人材を育成し、もって社会の発展に寄与することを

目的とする。（学則 第 1 条） 

 

学部の理念  

 「ヒトと環境にやさしい薬学（グリーンファーマシー）」の実践を基本方針とし、次の理念を

もとに教育、研究、地域貢献を行う。  

教育理念：グリーンファーマシーに基づく薬学専門職業人の育成  

研究理念：薬と健康についての教官個々の自由闊達な研究と大学プロジェクト研究の推進  

地域貢献理念：『健康科学』を中心とした地域の知的クラスターとしての活動による貢献  

 

学科の目的  

薬学分野における最新の学理と技術を教授研究し、高度な知識・技能並びに豊かな人間性と

高い倫理観を身に付けた優れた薬剤師及び臨床薬学研究者を育成することを目的とする。（学

則 第 4 条第 1 項） 

 

薬学科は、薬学分野における最新の学理と技術を教授研究し、臨床に係る高度な知識・技能、

実践的能力及び研究能力並びに豊かな人間性と高い倫理観を身に付けた優れた薬剤師として求

められる資質を有する医療従事者、研究者及び技術者を育成することを目的とする。（学則 第

4 条第 1 項） 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

 薬学科に所定の期間在籍し、その理念と教育目標に基づいた教育課程を履修して、所定の単

位を修得し、かつ下記の能力を身につけたと認められる者に学士（薬学）の学位を授与する。 

■薬学部の理念である「ヒトと環境にやさしい薬学（グリーンファーマシー）」を理解し、実践

できる。 

■薬剤師としての心構え、広い教養と豊かな人間性、コミュニケーション能力、国際化と情報

化社会に対応できる英語力並びに基礎的な科学力を身につけている。 

■薬物療法における知識・技能と実践的能力を修得し、薬剤師として患者・生活者本位の視点

に立ち、チーム医療や地域の保健・医療に貢献する能力を身につけている。 



■医療薬学コース 問題解決能力をもって、主に医療現場で必要とされる実践力や臨床研究を

展開する能力を身につけている。 

■創薬育薬コース 問題解決能力をもって、主に創薬科学および生命科学の研究を展開する能

力を身につけている。 

■生涯にわたり自己研鑽を継続し、医療を担う次世代の人材を育成する意欲と態度を身につけ

ている。 

 

教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）  

薬学部の理念と教育目標に基づいた薬学専門職業人を育成するために、基礎教育科目と専門

教育科目を有機的に関連付け、１年次から卒業年次まで効率的で一貫した教育課程を編成し、

人と環境にやさしい薬学教育を実施する。 

 薬剤師として必要な人と環境に配慮できる豊かな人間性と確固たる倫理観・使命感を培う「ヒ

ューマニズム教育」と「エコロジー教育」を意識した基礎および専門教育課程を編成する。 

■基礎教育 薬学の基礎となる自然科学系科目、幅広い教養と豊かな人間性を涵養する多様な

人文社会科学系科目、国際化と情報化社会に対応できる英語力を重視した外国語科目からなる

基礎教育課程を編成する。 

■専門教育 薬学教育モデル・コアカリキュラムを基本とし、薬学一般、有機化学系、物理化

学系、生物化学系、衛生薬学系、医療基礎薬学系、医療薬学系、創薬学系に区分した薬学専門

科目を低学年から高学年にかけて系統的に配し、継続性のある専門教育課程を編成する。 

■実習 科学的根拠に基づいて問題を発見し解決する能力、医療現場での実務および薬学研究

に必要な技能を体得するための実習科目と研究力を身につける特別実習を重視した教育課程を

編成する。さらに、その実施過程において、自己研鑽に努め、人材育成能力、薬剤師・薬学研

究者として必要なコミュニケーション能力が身につくような教育課程を編成する。 

■医療薬学コース 薬剤師として医療現場で必要な基礎知識・技能はもとより、実践力と研究

力が身につくような教育課程を編成する。 

■創薬育薬コース 研究者・技術者・教育者として必要な基礎知識・技能はもとより、医療に

関する教養、研究現場で必要な実践力と研究力が身につくような教育課程を編成する。 

 

ディプロマ・ポリシーと科目の対応  

 

 

 



 

 

カリキュラムマップ  

 

 

 



コース選択  

コース科目は、本学独自の特徴ある科目であり、本学科卒業後に薬剤師免許を取得の上、主

に病院や薬局での臨床業務（高度医療、地域医療等）、国や地方の薬事および衛生行政の各分野

で活躍できる人材を養成する「医療薬学コース」と、主に製薬企業や化学・食品・化粧品企業

の研究者、生産・技術、学術、営業の各分野で活躍できる人材を養成する「創薬育薬コース」

を編成します。３年次後期にいずれかのコース履修を選択することとなります。 

 

 

■医療薬学コース 

 「医療薬学コース」では、薬学の基礎から最先端の高度な薬学専門知識や技術、臨床現場に

必要な技術や態度に至るまで幅広く修得し、さらに、医療人としての豊かな人間性、高い倫理

観を醸成することにより、医療分野で専門的職業人として信頼される薬剤師の育成を目指しま

す。医療現場には患者ベネフィットの向上に向け解決しなければならない課題が多くあります。

そのため、広い視野に立って問題・課題を抽出し、その解決法を模索して行動できるような薬

剤師の育成を目指します。また、行政や製薬関連分野で薬剤師の資格を必要とする薬事、生活・

環境分野で活躍できる人材の育成も目指します。 

 本コースの履修生は、3 年生後期から 6 年生までの間に、臨床現場での先進的かつ質の高い

薬物療法を行うための知識・技能と臨床研究能力を修得するため、がん専門薬剤師や感染制御

専門薬剤師から学ぶ「アドバンスト実践臨床薬学Ⅰ・Ⅱ」、学会・研究会などに参加・研究発表

して薬剤師や研究者と交流する「アドバンスト実践臨床薬学Ⅲ」を履修することができます。

さらに、超高齢化社会を迎えた日本において在宅医療の充実が求められる中で、医療チームの

一員としての薬剤師の新たな役割を学ぶ「地域医療実践薬学」を履修することができます。 

 本コースの修了生は、薬剤師として主に病院や薬局での臨床業務（高度医療、地域医療等）、

国や地方の薬事および衛生行政の各分野で活躍することが期待されます。また、大学院博士課

程に進学し、より高度な知識と技能、自立して研究を進める能力を身に付け、指導的な立場で

活躍できる力を養成します。 

 

 

■創薬育薬コース 

 「創薬育薬コース」では、製薬企業における医薬品開発・育薬研究者、グローバル化に向け

た臨床開発・企画戦略に貢献できる人材、レギュラトリーサイエンスの専門家、行政や大学で

の研究者など正に研究の場でノウハウを発揮できる人材の育成を目指します。病院・薬局実習

の経験を活かし、患者本位、患者ベネフィットの向上という高い使命感と倫理観を兼ね備えた

次世代の研究・技術者を養成します。 

 本コースの履修生は、3 年生後期から 6 年生までの間に、創薬や製剤技術に関する講義・演

習を選択し、創薬の流れを系統的に学ぶことができます。さらに、コンピューターを用いたリ

ード化合物の創製と最適化を学ぶ「ドラッグデザイン演習」、各分野の最先端研究について学内

外の講師から学ぶ「アドバンスト創薬育薬学Ⅰ」、学会・研究会などに参加・研究発表して大学

や企業の研究者と交流する「アドバンスト創薬育薬学Ⅱ・Ⅲ」を履修することができます。 

 本コースの修了生は、主に製薬企業や化学・食品・化粧品企業の研究者、生産・技術、学術、

営業の各分野で活躍することが期待されます。また、大学院博士課程に進学し、より高度な研

究開発能力を修得し、製薬企業等の研究所で新薬の創製と開発に携わることができる力を養成

します。 
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活動方針  

本学は「ヒトと環境にやさしい薬学（グリーンファーマシー）」を教育、研究および地域貢献

の基本的な方針として活動する。すなわち、教育は「グリーンファーマシーに基づく薬学専門

職業人の育成」であり、研究は「薬と健康についての教官個々の自由闊達な研究と大学プロジ

ェクト研究」を行い、地域では「『健康科学』を中心とした地域の知的クラスターとしての活動」

により貢献する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンファーマシーとは 

ヒトと環境にやさしい薬学であり、これを本学の基本理念としています。“グリーン”には、

安心、安全、環境への配慮などの意味が込められています。グリーンファーマシーを実践でき

る人材の育成のためには、深い薬学に関する学理・技術とともに、ヒトと環境に配慮できる、

豊かな人間性と確固たる倫理観を身につける「ヒューマニズム教育」と、常に環境を意識し地

球環境を守る倫理観を養う「エコロジー教育」が大切です。 

本学では、50 科目にわたる授業の中で、ヒューマニズムとエコロジーの精神に関する事項が

具体的に到達目標として取り上げられ、シラバス科目名の右側に☆印で表示し、グリーンファ

ーマシー関連の到達目標（SBOs）を★印で示しています。このグリーンファーマシーの理念に

基づいた教育は、さらに総合的に、研究室及び医療実務実習におけるマンツーマンの指導によ

り、一層の充実が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヒューマニズム教育 

「対人関係と倫理」 

薬学部の学生には、将来生命に関わる職業人となることを自覚し、それにふさわしい行動・

態度をとることができるようになるために、人への共感的態度を身につけ、信頼関係を醸成し、

さらに生涯にわたってそれらを向上させる習慣を身につけることが求められています。そのた

めには、まず、ヒューマニズム（人間性・態度・人間関係・社会における倫理）についての基

本的概念を理解し、良好な人間関係を築くためのコミュニケーション技術を学び、医療の担い

手の一員である薬学専門家として、生命の尊さを認識し、生涯にわたって医療を通して社会に

貢献できるようになるために必要なこころ構えを身につけます。また、医療現場における実習

体験を通して、患者、同僚、地域社会との信頼関係を確立できるようになるために、相手の心

理、立場、環境を理解するための基本的知識、技能、態度を身につけ、医療現場でのファーマ

シューティカルケアの実践へとつなげていきます。  

 

関連授業科目：薬学概論 早期体験実習 薬学基礎実習 情報処理基礎実習 コミュニケーシ

ョン論 文学 生命倫理学 哲学 総合医療薬学演習 病態生化学Ⅱ 薬物治療学Ⅰ 薬物治

療学Ⅱ 医療心理学 医療コミュニケーション 特別実習 病院・薬局実習  

 

「医薬品と倫理」 

医薬品の開発や承認審査段階だけでなく、医薬品が医療の場に提供された後の安全対策、医

療過誤をいかに防止するかが、近年とくに重要性を増しています。医薬品を取り扱う者のとる

べき行動には、倫理と不可分の関係にある公益性と社会性が求められています。学生は、医療

過誤・医療事故回避、安全性情報の提供、薬害事例の原因とその社会的背景、治験の歴史と人

権などについて学び、根底にヒューマニズムへの共感がなければ実践しがたい医薬品の適正使

用のために必要な倫理観を身につけます。  

 

関連授業科目：薬学基礎実習 医療制度論 実践社会薬学 有機化学Ⅰ 製剤学Ⅰ 総合創薬

育薬演習 医薬品情報学 医薬品安全性学 調剤学 薬物動態学 実践医療薬剤学 治験薬学 

特別実習  

   

「研究心と倫理」 

学術研究が公共の福祉の増進に寄与し、継続的に進展するためには、研究の自由が保障され

なければなりませんが、それにともなって己を律する倫理に基づいた行動が強く求められます。

このような背景から、本学では、大学で研究に従事する全ての者が遵守すべき事項として「岐

阜薬科大学研究行動規範」を定めています。これを教員が折に触れて言及し自ら実践すること

により、学生への啓発が全学的なレベルで浸透しています。特に、以下の科目では直接的ある

いは具体的な事例の説明が行われ、学生は研究にともなうヒトへの倫理的諸問題の理解を深め、

研究において取るべき倫理的観点からの総体的な行動について学びます。  

 

関連授業科目：薬学概論 生命倫理学 有機化学Ⅱ 有機化学実習 機器分析化学 生化学Ⅱ 

分子生物学 生物化学実習 先端医療学 生体情報学 創薬学Ⅰ 薬事法規 医薬品開発学 

特別実習  

  

エコロジー教育 

「環境と倫理」  

今地球とヒトに何がおこっているのか、その実態と課題を正しく理解するために、地球環境

問題を抱えるに至った経緯と歴史を振り返り、その原因、影響、対策等について学びます。薬



用資源の保全などの自然保護や、環境要因による生活・健康被害とその予防・管理対策を学び、

環境分析・測定、施設見学などの実習を通じて安全・安心な生活環境を創出する態度を修得し

ます。環境問題の根本には、ヒトが生態系の一員として何が許され、究極的に何を守れるのか、

という問いがあり、それは正に人間の倫理的なあり方についての自問といってよいでしょう。  

 

関連授業科目：一般化学 地球環境論 薬用植物学 生薬学 生命倫理学 有機化学演習 物

理化学系実習 公衆衛生学 薬用資源学 衛生化学Ⅱ 代替医療論 特別実習 

 

「研究技術と倫理」 

２１世紀の科学では、従来の大量消費型研究開発に代わる省エネルギー型の環境に優しい総

合的技術体系の構築が求められています。これには、環境に調和した研究条件を考えていくこ

とが大切です。その最もよい例はグリーンケミストリーと呼ばれる、反応の設計段階から化学

製品の全ライフサイクルにおける環境への負荷を最小にする技術です。また、医薬品活性評価

試験などを含めた、考えられる研究分野すべてに渡り｢グリーン｣や｢エコロジー｣の精神が重要

な位置を占めるのです。本学では下記の授業科目及び卒論実験を通して，地球環境を守り、持

続型社会の構築を目指す上で必要な知識・技能・態度を学び、これらを常に意識した薬学のプ

ロフェッショナルとしての研究マインドを養成します。  

 

関連授業科目：危険物化学 有機合成化学 医薬品化学 創薬学Ⅰ 薬品合成化学 特別実習 


